６　たばこ導入と蚕煙紛争
たばこ作り導入の
　わが国の主要産業でありこの地方にも盛んであった養蚕業も、近代繊維産業の開発にともなって衰退の傾向

背景
がひどくなり、町の農業施策に重要な問題となってきた。そこで町ではこれにかわる農作物として目をつけたのが、既に隣町の北条町に導入されている黄色葉たばこ、そして罐桃栽培、スーパーぶどうの栽培であった。

　このなかで黄色たばこの導入については、羽合町では砂丘地に桑園が多く、検討すべき点も多かったようであるが、たばこ導入の好時期を失することのないよう専売公社の土地診断を受け、昭和３０年たばこの栽培導入が実現した訳である。

たばこ作り導入
　導入した当時は約８ｈａの希望耕作者で、桑園に対する被害防止を考慮して長瀬高浜地帯、千石地帯を指定区域とした。初年度はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かんすい),灌水)の施設や耕作技術面の未熟もあって良成果は得られなかったが、漸次国の助成措置などによって灌水施設が整備され、収穫高も急増していった。

　一方これに併行して導入された罐桃は、契約栽培として８０ｈａ程植付けされたが、助成措置もなく成功するに至らなかった。さらにスーパーぶどうの奨励栽培も見通しが立たずにこれまた不成功に終わった。結局桑園に変わる農作物は、たばこ耕作に転換したいといった空気と要望が強くなり、３６年専売公社と交渉して増反の許可を受け、約３倍の３１ｈａに増反されて桑園と肩を並べるに至ったのである。
たばこと桑園紛争
　たばこの耕作が、畑作農業に有利であると認められて増反されるに従い、その増反部分は桑園の近くにも進

の背景
出していった。それまではあまり利害関係もなく若干の問題点も話し合いで解決していた桑園側も、耕作反別がうなぎ登りに増えていき、直接煙害を受けるようになったため、簡単な話し合いでは済まされない状態に迫られていったのである。
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　それまでに、蚕煙問題を処理する機関として、３３年に「羽合町たばこ養蚕協議会」が設置されているが、これは主としてたばこ耕作地の認定と、承諾契約書による煙害の防止策の協議などに当たっていた。しかし養蚕家側では、たばこの耕作面積がますますふえ、各所で煙害の起きつつある状態をみては、今後養蚕を保守していこうとする立場の上に立って、蚕煙協議会を利用した論争が激しくなっていった。さらに養蚕家側では、ただ町の問題としてではなく全県的な問題でもあるとして県に持ちこみ、耕地課対蚕糸課の交渉が始まった。だが根本的な解決は一向に進まず、倉吉地方農林振興局が乗り出しても思うようにならなかった。養蚕業者はこうした態度にあき足らず、３６年８月１８日「蚕煙対策養蚕者大会」を役場で開き気勢を上げたあと、羽合町とたばこ専売公社につぎのような大会決議を差し出して抗議している。
養蚕農家の決議書
　　　　　　　　　　決　議　書


　　本郡の海岸線一帯の砂丘地帯は、従来より桑園とぶどうが主要作物として栽培されておるが、このうち養

　蚕農家においては繭代金は農業収入のうち米に次ぐ主要収入源として重要な度合を示しており、我々養蚕農

　家の経済を支えて来ていたところである。ところが、３６年において煙草栽培振興計画にもとづいて、各地
　　　　　　　　　　　区共に砂丘地帯に急激に増反進出していった。そして、煙草は蚕の毒害あることを承知しながら、養蚕者に
　　　　　　　　　　　同意を得たという口実の下に、桑園密集地帯に続々と栽培されることになった。その結果、養蚕農家は初秋
　　　　　　　　　　　蚕飼育にあたって桑園全部が汚毒して掃立不能となり、或いは掃立したもののその後無毒葉もなくなり、中
　　　　　　　　　　　途に放棄するか或いは放棄するにしのびず毒葉と知りながら与え、当然の結果として作柄は著しく低下し、

　転作養蚕業者が続出したのである。

　　尚又、来る晩秋蚕期においては、そのほとんどの桑園は使用不能となり、これによる損害は初秋蚕期に数

　倍した被害が予想されるものである。こうした現状にもかかわらず、煙草耕作面積は３７年度においては更
　　　　　　　　　　　に倍増の計画が進められつつあるやに聞き、我々養蚕者はこの事実を拱手傍観するなれば、結果は養蚕放棄
　　　　　　　　　　　することであり生活権をも放棄することである。


　　この秋にあたり、我々養蚕者は、我々の桑園栽培既得権と生活を守るため、一致団結して関係当局並に関


　係団体に対し、速やかに抜本的対策の確立されんことを要望するものである。

　　右決議する。　　　　　　　　　昭和３６年８月１８日


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蚕煙対策養蚕者大会


　この決議書の内容をみれば、若干誇張的なところはあるが、しかし、当時の養蚕業者の苦しみと怒りの状態がよくうかがわれる。すなわち養蚕業は既存の重要産業であり、後から入りこんだ“たばこ耕作者”は加害者であり、煙害に対するすべての責任を持つべきであるとしている。しかるにたばこ耕作者は補償に対しても防災に対しても誠意がないばかりでなく、養蚕業者の承諾もなしにどんどん桑園の近くに進出してきていることは、我々の生活をおびやかすものであって全く不当なものであるとしている。

たばこ耕作者の反
　一方たばこ耕作者側では、自分達は農業経営で生活している以上養蚕では自立でき得ない現在、たばこ耕作
応と態度
に転換せざるを得ないし、自分の土地であり、自分の耕作権を養蚕家に規制さるべきでない。防災措置や補償については、正当なものには誠意をもって遵守するが、不当なものは拒否すべきであると強硬な態度をとっている。

　こうしたなかにあって、一段と激しさを加える紛争を調停するべく蚕煙協議会は幾回となく開催され、そのつど起きる問題の処理は大変な苦労であった。協議会が徹夜に及んで開催されることはしばしばで、養蚕側、たばこ側とも一歩も譲らず、町の協議会の調停に対しても不満なものは県の協議会に提訴して、県が実情調査に乗り出してくることもしばしばであった。

蚕煙協議会委員の
　蚕煙協議会委員は、たばこ・養蚕者側からそれぞれ４名、学識経験者から８名と町長を加え、それに事務局
苦労
から幹事２名を出して計１６名で構成しているが、たばこ・養蚕側代表は協議会と耕作者の板ばさみとなり、また学識経験者も双方の板ばさみとなって辞任する人が多かった。さらに委員のメンバーである養蚕技術員等ともなれば、その発言は誤解されやすく、人事問題にも及ばんとする状況もみられ、また、中立の事務局である経済課職員の苦労も並大抵ではなかった。

　町としても、どちらも羽合町の農政に重要な意義を持つ作物だけに、いつまでもこうした状態を放置しておく訳にもならず、根本的解決方法を図った。すなわち蚕煙の協調を容易にするためには、たばこと桑の耕作地をそれぞれ集団化すること以外になく、この措置の推進に着手したのである。

砂丘地構造改善に
　昭和３８年にはとりあえず県と町費をもって桑園１.６ｈａの改植を行い、これを基本として将来合理的な集
よる解決方法
団化計画を進めることとした。この集団栽培計画を実施することは、昭和４１年度から実施を予定されている羽合町農業構造改善事業による畑地かんがいと、圃場整備事業による区画整理によって交換分合を行うと同時に、作物の集団化を実施することをねらいとした訳である。こうして４１、４２年度に実施された構造改善事業によって、長い間の蚕煙問題は解決される段階になったのであるが、その間養蚕家のうちでもたばこ耕作に転向した者が多く、その傾向はだんだん強くなっていった。従って実質的に桑園の集団化を図った部分は少部分となった。

　一方補償金の支払いも、当初は個々の申し立てや調停によって支払われていたものが、これを共済制度にして、たばこ耕作者協同の責任負担としたため、補償金の支払いも円滑となって問題も少なくなる一方、桑園は漸次減少して昭和４６年にはその姿を消した。反面たばこ耕作面積は次第にふえて７０ヘクタールにも及び、普通畑の２分の１を占める現状となった。また、生産額においても、昭和４３年度年間生産額１２０,０００,０００円と米作、２０世紀梨に次ぐ額となり、本町の重要な農産物として華やかな一時代を迎えた訳である。

　なお蚕煙紛争協議調定の基本となった規約を次に掲げておく。

　　　　羽合町たばこ養蚕協議会規約（昭和３３年）


第１条　この会は羽合町たばこ養蚕協議会と称する。


第２条　この会の事務所は羽合町役場内に置く。


第３条　この会は養蚕とたばこ耕作両産業の紛争を防止して両産業の公正円満なる発展を図ることを目的とす


　　　る。


第４条　この会はその目的を達成する為、左記の事業を行う。


　１、地域内に於けるたばこ耕作及び養蚕の経営協調に関する事項。


　２、地域内に於けるたばこ耕作と養蚕の紛議の調停。


　３、たばこ耕作地及び桑園設置の場合の適否の認定。


　４、調停不成立の場合、県協議会への報告。

　５、その他この会の目的達成に必要な事項。


第５条　この会は委員１６名、幹事２名を以て組織する。


　　委員はたばこ耕作養蚕両業者代表各４名及び学識経験者（議会代表、農業共済組合代表、農業委員、たば


　こ耕作指導員並びに養蚕技術指導員等）８名とし町長これを委嘱する。

　　委員の任期は２年とする。但し補欠委員の任期は前任者の残存期間とする。

第６条　この会に会長をおく。会長は町長を当てるものとする。


第７条　会長は会務を総理し、委員は審議に参加し会の運営に当る。


第８条　この会に幹事２名をおき、会長これを任命する。

　　幹事は会長の命を受け、会務に従事する。

第９条　この会は会長必要と認めたとき、又は委員の３分の１以上より請求のあったとき、会長これを招集す


　　　る。

第１０条　この会は煙害を未然に防止する為次の事項の裁定に当る。

　１、たばこ耕作組合に提出されたたばこ耕作希望者の申込書に基き、その希望地についてその適否を審査す


　　　る。

　２、たばこ耕作地が桑園に接近する場合は、この会は煙害を防止する為適当な指示を行う。


　３、たばこ圃地が桑園に接近せる場合にても、次の場合は適地として認めることができる。


　　イ、桑園が煙草耕作者本人の耕地である場合。


　　ロ、煙草耕作者に代替の桑葉を供給する契約のあるとき、又損害を補償する契約、或いは耕作の承諾ある


　　　とき。但し、この契約並びに承諾は本会に文書を以って届出でしなければならない。


　４、煙草作集団地並びに適当地域にある桑園に対し本会は防災補償の道を講じ、適地と認定する。

　５、この会は適地と認定したたばこ耕作地を各部落の掲示板に公告しなければならない。

　６、公告後５日を経て異議の申し立てのない場合は認定耕作地として認める。

　７、異議の申し立てのあった煙草耕作希望地は、この委員会の再議に附し調停する。

第１１条　桑園の損害に対しては煙草耕作者側より代替の桑葉を提供する。代替桑葉の量はこの会で査定する。


　代替桑葉の受取時期は両者で定める。代替桑葉のない場合等は通貨を以って支払い、その額は被害状況等諸


　般の状況と被害桑葉量を基本とし、繭価をしん酌して委員会が補償額を決定する。

第１２条　蚕児に及ぼした煙害の補償は次の通りとする。


　１、試食及び煙害防止について充分に注意が払われた場合、又は予測し得ざる原因による煙害があったとき

　　は、養蚕家よりの申出によりこの会は煙害の外一応他の病害まで総括して調査し、補償の対象とする。

　２、補償には他の原因による減収見込みは当然控除して損害額を算定する。

　３、補償の範囲は、収穫し得る桑葉量で飼育出来る掃立瓦数に限定する。

　４、補償の算定については、農業共済制度を加味して行う。


第１３条　煙草耕作者は、煙害防止をするために次の事項を厳守するものとする。

　１、耕作するに当って風向により相当の間隔をおく。


　２、桑園に隣近接するたばこ圃地は、次の設備をしなければならない。


　　イ、高さ５、６尺の厚EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごも),菰)の防壁を設ける。この期間は５月初旬より残幹処理終了まで。

　　ロ、残幹処理は最終収穫日より５日以内に残幹の煙害を及ぼさない所に移動する。

第１４条　煙害防止のため養蚕家の協力事項は次の通りとする。


　１、隣近接する桑園にあっては、数匹の蚕児に試食させ煙害を未然に防止する。


　２、煙害の徴候を認めたときは、桑園中何れの所まで煙害があったかを確かめ、最少限の被害をこの会に申

　　し出て指示を受けるものとする。


第１５条　この規約は、委員の３分の２以上の同意を得て改正することができる。
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